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第３８回 緑の市民懇話会 会議録（要旨） 

 

１ 日 時  平成２８年 ４月 ２５日（月）  １０：００～１２：００ 

 

２ 場 所  花のまちづくりセンター「ふろーらむ」研修室１ 

 

３ 出席者 

（委 員） 久座長、下村委員、磯貝委員、稲葉委員、大鋸委員、倉品委員、林原委員、 

日髙委員、山田委員、岩井委員、北島委員 

（事務局） 林みどり公園課長、家元花のまちづくりセンター所長、石田みどり公園課課長

補佐、中川副係長、三坂 

 

４ 議事内容 

１ 開 会 

２ 案 件 

   （１）平成２８年度 みどり公園課所管の緑化推進に係る事業及び花のまちづくりセンター

に係る事業概要について 

（2）その他 

 

５ 議事録 

（１） 平成２８年度 みどり公園課所管の緑化推進に係る事業及び花のまちづくりセンター 

         に係る事業概要について 

 

【事務局説明】緑化景観係 

・生駒市みどりの基金寄付金 平成２７年度は、２１３，８８５円 

              平成２８年度は、５００，０００円予算計上 

・花とみどりの楽校 平成２７年度は、気づき編５回開講 

          平成２８年度は、気づき編４回・里山づくり編３回開講予定 

          平成２９年度に、２８年度里山づくり編の続き２回開講予定 

・樹林地バンク制度 広報６月１日号に募集記事掲載予定 

・保護樹木      １５本指定済 今年度その内３本に標識看板を取り付け予定 

・市民の森事業   広報 6 月１日号に募集記事掲載予定 

・生垣助成制度   平成２７年度５件申請、５件支給 

  

 

 

【事務局説明】花のまちづくりセンターふろーらむ 
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 ・平成２８年度、春と秋にフェスタを開催 春は５月８日に決定 秋の日程は未定 

  平成２７年度来場者数 春…約２,０００人 秋…約１,２００人（雨） 

  

・月例講習会（寄せ植え、フラワーアレンジメント）  

平成２７年度 ６７回 ９４１人   平成２８年度 ６０回 ８５０人予定 

   ・景観まちづくりコンテスト  

    平成２７年度…２８件   

平成２８年度…広報 4 月１日号に募集記事掲載 ４月２５日現在２０件申込み 

    審査日程…５月１７日、９月下旬、１１月下旬 

   ・花と緑のわがまち助成 

    平成２７年度 １０５件 

    平成２８年度 ４月２５日現在４５件の申込み 

   ・緑の相談室 

    火曜日木曜日と第２日曜日は、ふろーらむ。 

    金曜日は、午前→たけまるホール・午後→南コミュニティセンターせせらぎ 

   ・花好き・自然好き市民交流サロン 

    偶数月の第１土曜日に開催 

    平成２７年度６回開催、６回のサロンニュース発行 

    平成２８年度６回開催予定、６回のサロンニュース発行予定 

   ・Ｃａｆｅふろーらむ 

    平成２７年度 ５月オープン 約３,３００人利用 

    平成２８年度 約３,６００人利用見込み 

 

【委員意見等】 

 ・「生駒市みどりの基金」の状況はいかがか。（発言） 

 ⇒平成２６年度に大口の寄付金があったが、平成２７年度寄付金は、予算額に達しておらず、 

  残高は減少している。 

 ・基金創設当初から、残高０円になることは想定済みである。（発言） 

 ・寄付金額を増やす対策が必要。（発言） 

・寄付金の減少は、関心がない・魅力がないということなので、それを考える必要がある。

（発言） 

 ・運用をしっかりしていただきたい。（発言） 

 ⇒基金の支出を減らすことも必要だと考えている。 

 ・基金の良いところは、税金だけで事業をするのとは違い、寄付金もあわせて市民と行政と

が一緒になって運営していけるところだ。（発言） 

 ・基金があるからこそ出来ることがあるので、減り方を少なくする工夫が必要。（発言） 

 ・ふるさと納税からこの基金に組み入れできないか。（発言） 

  

・いずれ残高が０円になったとき、税金のみでいくのか、寄付を募って運営していくのかの
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議論は、いずれここで必要になるであろう。（発言） 

・基金への団体寄付金は、基金を知らない方に知っていただきたいがため、団体名が広報に

載るようにしている。ぜひ、皆様にもそうしていただきたい。（発言） 

 ・地区レベルの向上は見られるが、市レベルの向上はできているのか。（発言） 

 ⇒「花とみどりの楽校（気づき編）」で、若い世代に呼びかけているのは非常に有意義で 

  期待ができる。 

 ・新しい事ではなく、これまである事業をより市民に知らせて、磨いていく必要がある。 

  ＰＲの仕方を考えなければならない。（発言） 

 ・花のまちづくりセンターふろーらむは全国的にも珍しく、他の市から羨ましがられている。

今後の事を考えてその存在価値を示しておく必要がある。（発言） 

 ・魅力あるフェスタを開催して、南部方面の市民にも「ふろーらむ」の存在を知ってもらい

たい。（発言） 

 ・Ｃａｆｅふろーらむの利用状況を分析したら、より多くの利用を得られるヒントになるの

ではないか。（発言） 

 ・「ふろーらむ」で何をしているのかがわかる、ふろーらむだよりを月１回発刊して、公共

施設や自治会に設置・配布していただくのはどうか。（発言） 

 ・インスタグラムを利用して発信することも１０～２０歳代には有効である。（発言） 

 

 

（２） その他について 

【事務局説明】 

＜生駒市生垣設置に関する助成金交付要綱＞ 

＜生駒市地域で育む里山づくり事業補助金交付要綱＞ 

＜生駒市保護樹木等補助金交付要綱＞ 

・平成２８年４月１日施行の各要綱を確認。 

 

    ＜生駒市緑の市民懇話会開催要綱＞ 

 （庶務）第７条市民懇話会の庶務はみどり景観課において処理する→ 

 （庶務）第７条市民懇話会の庶務はみどり公園課において処理する 

  に改定。 

・平成２８年度花とみどりの楽校（気づき編・里山づくり編）は、森林ボランティア参加に

つながるようにすすめていく。参加者の市内限定を第１回気づき編でははずした。 

 

【意見・質疑応答】 

・過年度の花とみどりの楽校卒業生の活躍状況はいかがか。（発言） 

⇒多くの方がボランティア活動をなさっている。今年度の（里山づくり編）でも 

 ご協力いただいている。 

 

・若い人は、参加するボランティアを選別する。上からものを言われる団体には行かない。 
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 いかに若者に魅力を感じさせて引き込むかのノウハウが必要である。（発言） 

・市は、企業等の助成制度（助成金・苗木や花苗）の情報を集めて、市民に情報を提供して

いただければと思う。（発言） 

・ららポートで一部そのような情報は取得できるが、企業の苗木や花苗の助成制度の情報は、

ふろーらむで発信していただきたい。（発言） 

 

＜第９回花と緑の景観まちづくりコンテスト第１回現地審査について＞ 

【事務局説明】 

   ・平成２８年５月１７日（火）９時 市役所玄関前集合 

   ・資料は申込み締切後に郵送させていただく。 

 

  【意見・質疑応答】 

   ・現在の申込件数は何件か。（発言） 

   ⇒現在２０件の申込みである。 

  

＜次回の懇話会について＞ 

【事務局説明】緑化景観係 

・次回の懇話会日程は、案件未定ではあるが８月中旬頃の開催を考えており、後日、案件及

び日程が決まり次第連絡する。 

 

＜閉会＞ 


